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  リフトアップ工法の計画設計技術の継承 
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   リフトアップ工法は，運輸省野比試験場での小規模試験舗装，および羽田Ⅱ期地区での実大規模試験舗装を経て，

1991 年に沈下修復工法として確立された． 
関西国際空港は開港前より軟弱な地盤の沈下の影響を受けて，エプロンエリアは不等沈下が生じ，対応策としてリフ

トアップ工法による PC 舗装版の高さ調整が繰り返し行われてきた．近年は空港島沈下速度が緩やかであるが，昨年，同

様の事象がエプロンエリアに発生しており，現在，リフトアップ工法を含めた対応策の実施が検討されている． 
当社は関西国際空港に対してエプロンエリアのリフトアップ工法を幾度も実施してきたが，これまでは技術者ごとの

対応が進められ，技術が属人化していた．設計業務は個々の技術者が持つノウハウが体系化されておらず，若手技術者

に技術が十分に伝承されていなかった． 
今回のリフトアップ工法の実施検討業務を通じて，若手技術者に本工法の計画設計技術が継承された．今後もエプロ

ン版の沈下に伴って必要となる本技術が継承されたことは意義深いと考える． 
 

技術の継承 

 
 

  １． リフトアップ工法の概要 
1.1 概要 

リフトアップ工法は，コンクリート舗装の沈下部分に所定の間隔で専

用の電動油圧ジャッキを取り付け，持ち上げた舗装版と路盤との間にグ

ラウトを充填して復元する工法である．多数のジャッキを同時配置し，

コンピュータ制御によりジャッキの反力やストロークを調整すること

で，隣接ジャッキ間の変位差によるひび割れや，反力の集中による版の

押し抜きせん断破壊を発生させずに，短期間で広範囲の舗装版をリフト

アップすることが可能となる． 

1 回あたりのリフトアップ量は上述した反力，変位量および，現地で

の裏込めグラウトの製造可能量・1 日当たりの施工可能時間にて決定さ

れる．特徴は，1 日あたり 6～8 時間の作業で施工を完了でき，オーバ

ーレイしない補修であるため，夜間規制のみで，空港を供用しながら施

工を行える点である．写真-1 にリフトアップの施工状況を示す． 

 

1.2 設計フロー 

① リフトアップ範囲の現況舗装高の作成 

② リフトアップ範囲の計画舗装高の作成 
③ ①②を用いて，リフトアップ解析プログラムでプロセス実行 
④ プログラムの出力結果の確認（ジャッキ配置図，グラウト量等） 
 

２． 事例 
 今回施工検討した範囲を示す． 
施工範囲：関西国際空港エプロン誘導路 No.15，16 スポット（図-1）  
  
３． 計画設計技術の継承 
 設計フローより，リフトアップ範囲の現況舗装高・計画舗装高を作

成した．リフトアップ解析プログラムのプロセス実行時に，計画舗装

高の勾配によってプロセス実行の成否が左右されるため，勾配はなめ

らかである必要がある．計画舗装高に凹凸が生じないようにし，プロ

セスを成功させる方法論について先輩技術社員より技術を継承した． 

プロセスを成功させた時の現況舗装高・計画舗装高の等高線を図-2
に示す．計画舗装高は向かって左奥から右下にかけて片勾配となるよ

うにした．  
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写真-1 リフトアップ工法の施工状況 

図-1 関西国際空港 リフトアップ範囲 

図-2 リフトアップ前後の等高線 
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  アルカリシリカ反応に配慮したLAC
ラ ッ ク

脱塩工法の開発 
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   脱塩工法は，仮設陽極－鋼材間に通電を行うことでコンクリート中の塩化物イオンを低減させるとともに，鋼材周辺

へのアルカリの集積により腐食環境の改善を図るものである．しかし，アルカリシリカ反応（以下 ASR と称す）が懸念

される構造物に本工法を適用する場合には，鋼材周辺へのアルカリ集積によりコンクリートの膨張を促進する可能性が

あるため，特別な配慮が必要となる．本稿では，アルカリシリカ反応の可能性がある構造物に対しても対応が可能な新

しい線状陽極方式の脱塩工法（以下，LAC 脱塩工法と称す）を開発し，施工対象橋梁を模擬した実物大試験を行い，鉄

筋への電流分布，脱塩の効果，アルカリの集積状況，陽極モールド間の脱塩効果等について検討を行った． 

新しい LAC 脱塩工法と実物大試験の概要 

  １．新しい LAC 脱塩工法 
LAC 脱塩工法は，コンクリートの表面に線状タイプの陽極モールドを

用いたものであり，2023 年度に発注された神奈川県の太平洋沿岸に位置

する自動車専用道路での施工を実施する．しかし，今回の施工箇所に隣

接する橋梁では，過年度に他の方式による脱塩工法を実施した箇所にお

いて，電解質溶液に炭酸カリウム（K2CO3）溶液を使用したことにより

コンクリート中には多量のアルカリの集積により ASR が促進され，コン

クリートにひび割れ等の変状が生じた事例がある． 
このような状況を踏まえ，今回の施工対象範囲では， 

1）ASR の膨張を抑制する，あるいは促進させない電解質溶液として 
 炭酸リチウム（Li2CO3）溶液の使用 

2）コンクリート断面内における電流分布の均一性を保つことができる電  
解質溶液の供給方法や保湿方法，通電回路分けの実施 

に対応するため，図-1 に示すような新しい LAC 脱塩工法を開発した．仮

設陽極は，吸水不織布，陽極モールドから構成される．構造物の下面に

は，電解質溶液を溜めた容器を設置し，水中ポンプにより上面の陽極モ

ールドに電解質溶液を供給し，陽極モールド間をホースで接続すること

で，陽極モールドおよび吸水不織布に循環散水を行いながら通電を行

う．本工法の各種の性能を検証するため，対象橋梁の上部工形式である

PCT 桁の下フランジおよびウェブを再現した実物大試験を行った． 
 
２．実物大試験 
2.1 試験概要 
実物大試験の状況を写真-1 に示す．今回の試験では，コンクリート表

面積あたりの電流密度（1.0, 0.8A/m2）と，通電時に使用する電解質溶液

（炭酸リチウム溶液と炭酸カリウム溶液）を試験水準とし，合計 3 体の

試験を実施した．コンクリート中には，対象橋梁で測定された塩化物イ

オン量の最大値 10.93kg/m3であることを考慮し，11kg/m3の塩化物イオ

ンを試験体製作時に混入させた．脱塩工法を行う場合の通電期間は 56 日

間程度とされているが，今回の試験ではコンクリート全体に 11kg/m3 の

塩化物イオンを混入しているため，84 日まで通電を延長した． 
2.2 試験結果 
塩化物イオンおよび全アルカリの分析結果の一例を図-2 に示す．図に

示す結果から，通電によりコンクリート中の塩化物イオンが低減し，脱

塩の効果が認められるとともに，鉄筋位置の塩化物イオンは脱塩後の目

標値である 2.5kg/m3 を下回ることを確認した．下フランジ側面，底面に

ついても同様な傾向が認められた．また，部位毎に回路分けを行うこと

で通電中の鉄筋への電流分布のばらつきを抑制できること，電解質溶液

を炭酸リチウム溶液とすることで，外部からのカリウムイオンの供給がなくなり，ASR の原因となるアルカリの供給が

抑制されること，陽極モールド間についても，鉄筋が位置する箇所では脱塩の効果があることを確認した．この結果を

踏まえ，実橋梁にも新しい LAC 脱塩工法による施工を試験的に実施し，脱塩の効果および ASR による変状がないこと

を確認し，無事に施工は完了した．現在は，他の径間についても本工法による施工を順次進めている． 
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陽極モールドの構造 

図-1 新しい LAC 脱塩工法の概要 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真-1 実物大試験の状況 

 
図-2 塩化物イオンおよび全アルカリの 

分析結果 
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